










フランス民法典」『比較法雑誌』 3 巻 2 号 1956年）であろう。また近年の私法分野
からのドマ研究としては，中野万葉子「ジャン・ドマの義務の体系 : 損害賠償論を



















キュジャス（Jacques Cujas, 1522-1590）の学統に連なるという（ 2 ）。その






Loix civiles dans leur ordre naturel および Le droit public, suite des Loix 
civiles dans leur ordre naturel を著した。なお，前者の第 1 巻〜第 3 巻は
巻 4 号 1988年），小川浩三「ジャン・ドマの lois de la religion と lois de la police-2
完-」『法学政治学論究』 1988年），菊池肇哉「ジャン・ドマの三つの序文的章と法
準則，プランシプ，レーグル及びロワ : ポティエ「法準則論」との対比において」
『日本法学』82巻 4 号 2016年），菊池肇哉「ジャン・ドマの「法科学論」とデカルト，
パスカルの「幾何学的方法 mos geometricus」 : ポティエ「法準則論」内の自然法




（ 2 ）　Patrick Arabeyre, Jean-Louis Halpérin, Jacques Krynen, Dictionnaire historique 
des juristes français, XIIe-XXe siècle, Puf, 2007, p.254（なおドマの項目の執筆は
Marie-France Renoux-Zagamé である）. また野田前掲論文 24頁。
（ 3 ）　Patrick Arabeyre, Jean-Louis Halpérin,Jacques Krynen, op. cit., p.255.
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前者の旧体制 Ancien Régime という語は，一般的に，16世紀から大革命









（ 4 ）　野田前掲論文 26頁。
（ 5 ）　以下の記述は，個別の引用箇所の他は，全体として柴田三千雄ほか編『世界歴

































































































































































































































（15）　Jean Bodin, Les six livres de la République, texte édition 1583, Editions Myriel, 



















































































































ordre を規律する法 lois の第一の原理を知ること以上に，人々が学ぶべき
ものはないように思われる」（28）。我々は，人の行動規範および，人の終極
（27）　水林翔「近代フランス憲法思想の再構成（ 1 ）19世紀前半期及び第三共和制初期
を中心に」（『一橋法学』15（ 3 ） 2016年），同「近代フランス憲法思想の再構成（ 2 ・
完）19世紀前半期及び第三共和制初期を中心に」（『一橋法学』16（ 1 ） 2017年），同
「近代フランス憲法思想における法・法律・自由」（『憲法理論叢書』敬文堂 2018年）。 








































































































（41）　Marie-France Renoux-Zagamé, « Domat: du jugement de Dieu à lʼesprit des lois », 














droit des gens，人々の法 droit civil，またこれらに付与される他のあらゆ
る名前は，以下の二つに約言しうる。（略）一つは不動の法 loix qui sont 
immuables であり，他方が人の意思に基づく法 loix qui sont arbitraires
である」（42）。これらの相違は以下の点にある。すなわち，不動の法は，そ
れが自然 naturelles かつ常に正義に適っている justes がゆえに，いかなる
権力もこれを変容あるいは廃棄出来ない。これに対して，人の意思に基づ










（42）　Domat, op. cit., p.lvi. なおドマは不動の法に対して自然の法 loix naturelles という
呼称も用いており，別の個所では，不動の法と人の意思に基づく法，神の法と人の















関する法は， 3 種類に区分される。第 1 の法が万民法 droit des gens（44），第
2 の法が公法 droit public，最後が民事法 droit privé である（45）。公法は以
下のように説明される。「公法の領域は，各国家の統治の秩序に関するも
のである。そこでは，王 Rois や君主 Princes，その他の主権者 Potentats を
世襲や選挙によって任命すること，主権者 Souverin の諸権限，司法権の運











（47）　目次編成については以下を参照した。Jean Domat, Le droit public, suite des Loix 
civiles dans leur ordre naturel, Tome4, P. Emery （Paris）, 1701, p.1（以下 Tome4）. 
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Tome4 Livre1 統治 Gouvernement（48）及び国家のポリス一般について
Titre1 統治 gouvernement について
Titre2 主権的統治権 le Gouvernement souverain を有する人々
の権限 puissance，権利，義務について






Titre6 君主の Domaine について
Titre7 国家においてあらゆるもの chose を豊かにする方法に
ついて；定期市，マルシェについて，必需品の価格高
騰を防ぐための規則について
Titre8 海，大河，河川，港，道路，公の広場 places publiques，
大通り及びその他の公の場所 lieux publics の利用に関
するポリスについて，また水や森，狩りや漁業に関す
るポリスについて





Titre12 商業 Commerce について
Jean Domat, Le droit public, suite des Loix civiles dans leur ordre naturel, Tome5, 
P. Emery （Paris）, 1701, p.2（以下 Tome5）.
（48）　アカデミー・フランセーズ第 4 版（1762年）の Gouvernement の項目には “La 
Charge de Gouverneur dans une Province, dans une Ville, dans une Place forte. 














Titre1 さまざまな種類の官職 offices およびその職責について
Titre2 公職者 officiers の権威，尊厳，諸権利，諸特権について
Titre3 職責を行使する人々の義務一般について
Titre4 裁判の職に就く者の義務について
Titre5 大臣 ministre が裁判行政に参与させる裁判官以外の
人々の役割と義務について
Titre6 弁護士 Avocats について
Titre7 仲裁者 Arbitre について
Livre3 犯罪 crimes 及び軽罪 délits について
Livre4 訴訟や紛争 différends を終結させる方法について，ま




























































































































































































































において見られたような王国の基本法 lois fondamentales への言及が存在
しないことである（68）。その理由について David Gilles は①神の法に基づく
（66）　Tome4, p.38.
（67）　Tome4, p.55.
（68）　David Gilles, « Jean Domat et les fondements du droit public », Revue d’histoire 









































第一に「王の諸義務が地上において神の位置を占め tenir en terre la place 
de Dieu，神の精神に基づいて自身が有する権限を行使せねばならないよう





































（74）　なおその理由について，先に名を挙げた David Gilles はドマ当時のフランスにお


























（77）　David Gilles, « Jean Domat et les fondements du droit public », Revue d’histoire 














































































































































































型をもつ。Jean-François Niort, « Les Portalis et lʼesprit du XIXe siècle », Droits, 
2005, p.108.
（88）　多少敷衍しておくと，以前別稿で論じたようにフランスにおいては，本稿でも言
及した法意思主義に基づく思想潮流が大きな影響力を有していたが，それと並行し
て，近代以降の時代において法意思主義とは距離を置く法思想が存在し，両者は対
抗的な関係に立つことでフランスにおける法思想の弁証法的発展を実現して来た。
　　　具体的には，民法典制定に大いなる寄与をなしたポルタリス， 7 月王政期におけ
るギゾーらの理性主権論などが後者に該当する。彼らの思想は，法意思主義が前提
とした個人主義的国家・社会像とは異なり，個人に対する社会の所与性を強調する
とともに，当該社会にはすでに規範が存在し，人はこれに従うべきことを主張した。
　　　無論，上記の各論者はそれぞれ法思想を構築した時代背景も，問題意識も，当然
その法観念等の内容も大きく異なっており，単純に彼らを同一視することは出来な
い。しかし彼らは，個人主義に立脚した近代的法思想がその時代において内包する
問題を克服するという視点においては共通する問題関心を抱いていた。ドマ法学の
体系もまた，その理論的範型において，上記の法学者達と共通するものがあるよう
に思われるが，この点についての検討は今後に委ねたい。
